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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年6月27日(2019.6.27)

【公開番号】特開2018-15155(P2018-15155A)
【公開日】平成30年2月1日(2018.2.1)
【年通号数】公開・登録公報2018-004
【出願番号】特願2016-146748(P2016-146748)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   8/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    8/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月22日(2019.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１時相に対応する第１医用画像及び第２時相に対応する第２医用画像それぞれにおけ
る造影剤の位置を特定する特定部と、
　前記第１医用画像及び前記第２医用画像それぞれにおける前記造影剤の位置に基づいて
、前記造影剤の移動を表すベクトルを算出する演算部と、
　前記ベクトルを示す形状を有するインジケータを、所定の医用画像上に表示させる表示
制御部と、
　を備えた医用画像処理装置。
【請求項２】
　前記第１医用画像における前記造影剤の位置を参照することにより、前記第２医用画像
に探索範囲を設定する設定部を備え、
　前記演算部は、前記探索範囲内における前記造影剤の位置と、前記探索範囲を設定する
ために参照した前記造影剤の位置に基づいて前記ベクトルを算出する、
　請求項１に記載の医用画像処理装置。
【請求項３】
　前記演算部は、前記第１時相と前記第２時相の間の時相差及び前記ベクトルの実空間に
おける長さから前記造影剤の移動速度を算出し、
　前記表示制御部は、前記移動速度を表す色を有する前記インジケータを表示させる、
　請求項１又は２に記載の医用画像処理装置。
【請求項４】
　速度に関する条件を設定する条件設定部を備え、
　前記演算部は、前記第１時相と前記第２時相の間の時相差及び前記ベクトルの実空間に
おける長さから前記造影剤の移動速度を算出し、
　前記表示制御部は、前記移動速度が前記条件を満たす場合に、前記インジケータを表示
させる、
　請求項１乃至３のうちいずれか１つに記載の医用画像処理装置。
【請求項５】
　前記演算部は、前記第１時相又は前記第２時相と基準時相の間の時相差を算出し、
　前記表示制御部は、前記時相差を表す色を有する前記インジケータを表示させる、
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　請求項１乃至４のうちいずれか１つに記載の医用画像処理装置。
【請求項６】
　時間に関する条件を設定する条件設定部を備え、
　前記演算部は、前記第１時相又は前記第２時相と基準時相の間の時相差を算出し、
　前記表示制御部は、前記時相差が前記条件を満たす場合に、前記インジケータを表示さ
せる、
　請求項１乃至３のうちいずれか１つに記載の医用画像処理装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、前記ベクトルの向きを表す色を有する前記インジケータを表示させ
る、
　請求項１乃至６のうちいずれか１つに記載の医用画像処理装置。
【請求項８】
　方向に関する条件を設定する条件設定部を備え、
　前記表示制御部は、前記ベクトルの向きが前記条件を満たす場合に、前記インジケータ
を表示させる、
　請求項１乃至３のうちいずれか１つに記載の医用画像処理装置。
【請求項９】
　前記表示制御部は、前記ベクトルの向きを示す矢印形状を有する前記インジケータを表
示させる、
　請求項１乃至８のうちいずれか１つに記載の医用画像処理装置。
【請求項１０】
　前記表示制御部は、前記所定の医用画像として前記第２医用画像を表示させる、
　請求項１乃至９のうちいずれか１つに記載の医用画像処理装置。
【請求項１１】
　前記特定部は、更に、前記第１医用画像及び前記第２医用画像それぞれにおける組織の
動きを補正し、補正後の前記第１医用画像及び前記第２医用画像それぞれにおける造影剤
の位置を特定する、
　請求項１又は２に記載の医用画像処理装置。
【請求項１２】
　前記特定部は、更に、前記第１医用画像及び前記第２医用画像それぞれにおける固定位
置に基づく高調波成分を除去し、除去後の前記第１医用画像及び前記第２医用画像それぞ
れにおける造影剤に基づく高調波成分を用いて前記造影剤の位置を特定する、
　請求項１乃至３のうちいずれか１つに記載の医用画像処理装置。
【請求項１３】
　前記表示制御部は、時相が異なる少なくとも２つの前記インジケータを前記所定の医用
画像上に表示させることで、前記造影剤の軌跡を表示させる、
　請求項１～１２のうちいずれか１つに記載の医用画像処理装置。
【請求項１４】
　前記表示制御部は、前記インジケータとして、前記第１時相の前記造影剤の位置を始点
とし、前記第２時相の前記造影剤の位置を終点とする矢印を表示させる、
　請求項１３に記載の医用画像処理装置。
【請求項１５】
　前記表示制御部は、前の時相における前記矢印を保持して現在の時相における前記矢印
を累積表示させる、
　請求項１４に記載の医用画像処理装置。
【請求項１６】
　前記表示制御部は、前の時相における前記矢印のうち、現在の時相における前記矢印に
繋がる矢印を累積表示させ、現在の時相における前記矢印に繋がらない矢印を非表示にす
る、
　請求項１４に記載の医用画像処理装置。
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【請求項１７】
　第１時相に対応する第１医用画像及び第２時相に対応する第２医用画像それぞれにおけ
る造影剤の位置を特定する特定部と、
　前記第１時相と基準時相の間の時相差を表す第１の色を有し、前記第１医用画像におけ
る前記造影剤の位置を示す第１インジケータと、前記第２時相と前記基準時相の間の時相
差を表す第２の色を有し、前記第２医用画像における前記造影剤の位置を示す第２インジ
ケータを、所定の医用画像上に表示させる表示制御部と、
　を備えた医用画像処理装置。
【請求項１８】
　時間に関する条件を設定する条件設定部を備え、
　前記表示制御部は、
　前記第１時相と前記基準時相の間の時相差が前記条件を満たす場合に、前記第１インジ
ケータを表示させ、
　前記第２時相と前記基準時相の間の時相差が前記条件を満たす場合に、前記第２インジ
ケータを表示させる、請求項１７に記載の医用画像処理装置。
【請求項１９】
　第１時相に対応する第１医用画像及び第２時相に対応する第２医用画像それぞれにおけ
る造影剤の位置を特定する特定部と、
　前記第１医用画像及び前記第２医用画像それぞれにおける前記造影剤の位置と、前記第
１医用画像又は前記第２医用画像における基準位置とに基づいて、前記基準位置に対する
前記造影剤の移動方向を決定する移動方向決定部と、
　前記移動方向を表す色を有し、前記第１医用画像又は前記第２医用画像における前記造
影剤の位置を示すインジケータ、或いは、前記移動方向を表す色を有し、前記第１医用画
像及び前記第２医用画像それぞれにおける前記造影剤の位置に基づいて算出されたベクト
ルを示す形状を有するインジケータを、所定の医用画像上に表示させる表示制御部と、
　を備えた医用画像処理装置。
【請求項２０】
　速度に関する条件を設定する条件設定部と、
　第１時相に対応する第１医用画像及び第２時相に対応する第２医用画像それぞれにおけ
る造影剤の位置を特定する特定部と、
　前記第１医用画像及び前記第２医用画像それぞれにおける前記造影剤の位置に基づいて
、前記造影剤の移動を表すベクトルを算出し、前記第１時相と前記第２時相の間の時相差
及び前記ベクトルの実空間における長さから前記造影剤の移動速度を算出する演算部と、
　前記移動速度が前記条件を満たす場合に、前記第１医用画像又は前記第２医用画像にお
ける前記造影剤の位置を示すインジケータを、所定の医用画像上に表示させる表示制御部
と、
　を備えた、医用画像処理装置。
【請求項２１】
　超音波診断装置である、
　請求項１乃至２０のうちいずれか１つに記載の医用画像処理装置。
【請求項２２】
　第１時相に対応する第１医用画像及び第２時相に対応する第２医用画像それぞれにおけ
る造影剤の位置を特定し、
　前記第１医用画像及び前記第２医用画像それぞれにおける前記造影剤の位置に基づいて
、前記造影剤の移動を表すベクトルを算出し、
　前記ベクトルを示す形状を有するインジケータを、所定の医用画像上に表示させる、
　各処理をコンピュータに実行させる、医用画像処理プログラム。
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